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一策30回IGC(北京)T306地質巡検参加報告一

内モンゴル自治区北部オルドス高原の

石炭⑧地質⑧自然(第皿部巡検)

徳橋秀一㌧鈴木祐一郎1〕

第I部(鈴木･徳橋,1997)では,巡検の際の予

備知識になるような内モンゴル自治区に属する北

部オルドス高原の地理･地質･石炭等についての

基本的な情報,概要を紹介した.第1部では実際

の巡検の内容を紹介することによって,現実の北部

オルドス高原の一端を体験をもとにお伝えしたい.

1,北京での印象

著者の一人徳橋は,8年ぶりに北京を訪れたが,

今回街で特に目についたもの,すなわち外見的に

特に印象深かったものを3つあげるとすれば,それ

はタクシｰ,ホテル,アパｰトである.タクシｰは,1

キロあたり,1元,1.6元,2元という具合に3種類あ

る(1元はこのときで約12円).それぞれ外側に2元

とか1元というラベルが貼ってあることからすぐわ

かるが,大体単の型からも判別できる.2元車は,

日本の普通乗用車タイプであるのに対して,1.6元

とか1元のタクシｰは,日本の軽自動車並みの大き

さである.1.6元車は乗用車型,1元車は箱型をし

ているものが多い(第1図).箱型の場合には,荷

物を運ぶのに便利で,実際自転車とか商売用の野

菜,ときには家畜を運ぶ人もいるという.一方,大

きなホテルで待機しているようなタクシｰは,ほと

んど2元軍である.

主な道路では,これらρタクシｰがひっきりなし

に走っているので,好きなタイプのタクシｰを選ぶ

ことができる.どのタクシｰにもメｰタｰがついて

いることから,料金は比較的安心であり,かつ日本

と比べて格段に安く,小銭を用意しておくことが必

要である.ただ英語は通じないことが多いことか

ら,行き先を中国式に発音するか,紙に漢字で書

くカ㍉あるいは地図の上で指し示すかするなどの工

夫が必要である.このような工夫さえすれば,北京

の街中であれば,旅行者でもほぼ自由にどこでも

行け大変便利である.外国人用の外貨兎換券を持

ち,.ホテルの前でないとタクシｰが捕まえられなか

ったり,中国人の人が一緒でないと実際上あまり自

由に動けなかった8年前と比べると大変な違いで

ある.

タクシｰの乗り方で日本と違うのは,日本の場

合,運転手の横の前列のシｰトは,後部座席がい

っぱいになったときに最後に乗る場合が多いのに

対して,中国の人は,たとえば一人で乗車する場合

など,運転手の横の座席に座るのが一般的である.

ただ運転手の周りが鉄の網で囲われていることが

第1図箱型をした1元車.上に丁脳Iと書いてあり,横

に1.00と書いてあって,1元車タクシｰであるこ

とがわかる.

1)地質調査所燃料資源部

キｰワｰド:中国､内モンゴル自治区,オルドス高原,石炭､ジ

ュンガル炭田,ドンシェン炭田,地質巡検,第30

回万国地質学会議
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多いのは,いざという時に運転手の身の安全を守

るためであろう.

タクシｰのほかに普通の乗用車も多くなったが,

公共の輸送手段として2両連結のバスも数多く走っ

ている.タクシｰにせよバスにせよ,女性の運転手

の活躍が目立つ.もちろん通勤･通学の足として,

自転車を利用している人は相変わらず多い.一方,

路上でほとんど見洲テ釘､万邦オｰトバイで,規制

しているようである.したがって,バンコクで見かけ

るような車の間を縫うように抜けていくオｰトバイ

タクシｰといったものは見当たらなかった.路地裏

や観光名所に行けば,昔ながらの力車が走ってい

るが,これだけタクシｰが多くなると,市民の足とし

て生き残れるかは難しいと思われる.

8年前訪れたときは,古い平屋建ての建物を壊

して,新しいアパｰトやホテルを建設する工事ラッ

シュであったが(徳橋,1989参照),今回高層のア

パｰトや豪華なホテルの多いのに驚いた.現在は

不動産屋を通して収入に応じて自由に民間のアパ

ｰトを借りたり,場合によっては買ったりすることも

できるということであった.立派な新しいホテルが

あちこちに建ち,こんなにたくさんのホテルがやっ

ていけるのか,電力などの供給は外国人が泊まる

ようなホテルには優先されるということであるが,

その雛寄せはどこにいっているのであろうか,ひと

ごとながら,気にせざるをえないようなホテルの目

立ち具合であった.

2､出発

…今一面δ巡綾地域δ地質厨を第2副三示寺.北京

から内モンゴル自治区の首都フフホト(呼和浩特)

への移動は,IGC最終日の14日夜の寝台付き夜行

列車で行くことになっている.そこで地質巡検

丁306への参加者は,14日午後4時に北京駅近くの

北京国際飯店のロビｰに集合し,ここで初めて案

内者や参加者同志が顔を合わせた.ここのホテル

の正面にも,第30回IGC歓迎の横断幕が掲げられ

ていた.5時頃にホテルを車で出発し,駅の待合室

に入り1時間ほど待った後,目的の列車に乗った

(第3図).我々が乗った寝台付き夜行特急列車は,

午後6時53分北京発フフホト行きで,約12時間で

フフホトに到着する.同列車は,時刻通りに出発

し,出発して間も無く車掌による切符とパスポｰト

のチェックが行われた.我々が乗った寝台車両は,

一部屋4人で,上下2段式のベッドである.上の段
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第2図

巡検地域ρ地質図.

丸印のなかの番号は

ストップ地点の番号を

示す.また,アルファ

ベットの記号は,地層

の略記号を示す(第I

部の第1表を参照).
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第3図北京駅のホｰム.右側の列車が,フフホト行き

の夜行列車である.

第4図寝台車の上段のベッド.｣かなり高いところにあ

り,昇り降りするときけ二つごう難儀する.

第5図食堂車での夕食風景.前列左側の二人は,日本

から参加された木村龍男氏(左)と鳥丼寛氏

(右).右側の眼鏡をかけた人が,巡検リｰダｰ

のユｰ･グアンハイ氏.

喝

第6図内モンゴル自治区首都フフホト駅前の早朝の風

景.

のベッドはけっこう高いところにあり,登り降りする

ときはかなり難儀である(第4図).夕食は,食堂車

で参加者全員が一緒になって食べた(第5図).

T306への参加者は,日本から4名,イギリスから

2名(ウエｰルズ･力一ディフ大学教授とその奥さ

ん),ドイツから1名(ノｰスライシ･ウェストファｰレ

ン州地質調査所所長)',オｰストラリアから2名(石

炭会社技術者),アメリカから1名(イpノイス州地質

調査所),中国から1名(外資系石油会社)の計11

名であった.日本からの参加者は,著青ら2人のほ

か,工業技術院資源環境技術総合研究所エネルギ

ｰ資源部の木村龍男氏,石炭会社に勤めておられ

た地質論理学者(メタ地質学者?)の鳥井寛氏で

ある.一方,案内者は,中国煤田地質総局から2人

(MaoBangZhuo氏とGuanShiQiao氏),内モン

ゴル煤田地質局から数名(副局長のW11ZiWu氏,

ZaiJingFeng氏,WangTao氏,CingShengLi

氏ほか),ジュンガル石炭工業公司から数名(Bu

QingXiang氏ほか)である.

3｡巡検第{目目(8月帖目)

我々の乗った夜行列車は,予定通り8月15日の

朝6時過ぎに,終点のフフホト駅に到着した(第6

図).ここで迎えに来ていた内モンゴル煤田地質局

の車に乗り,内モンゴル煤田地質局横のホテルに

向かった(第7図).そしてここで朝食をとり巡検に

出発する準備を行った後,車で一路南下し,黄河

を渡ってオルドス高原に入った.車は,内モンゴル

媒田地質局の箱型のバンないし通常のバン4台に

分乗した.運転手はいずれも内モンゴル煤田地質

局の専属の運転手である.
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第7図内モンゴル自治区媒田地質局の正面入り口.

このように建物や機関などの名前は,必ず漢字一

とモンゴル語の両方の文字で併記されている.

第8図黄河を横切るラｰマワン大橋.木村龍男氏撮

影.

一行は黄河を渡るラｰマワン大橋の手前で単か

ら降り,写真を撮ったりしながら歩いて黄河を渡っ

た(第8図).黄河は名前の通り,やはり黄褐色を

呈していた.我冬が橋を歩いている間にも,その横

をフフホトヘと石炭を運搬するトラックがひっきりな

しに通過していた.日本でいうなら砂利採石場に近

いところでみられる砂利運搬トラックといった趣き

であるが,ここで石炭を運ぶトラックの大部分は,

荷台部分が2台連なっている連結トラックである

(第9図).オルドス高原の巡検中最もひっきりなし

に出会うのがこの石炭運搬トラックで,オルドス高

原が石炭の海といわれるゆえんがなんとなく理解

される.

黄河を越えてほどなくして,シュエジャｰワンのジ

ュンガル石炭工業公司の迎賓館(ゲストハウス)に

第9図ひっきりなしに通る石炭運搬車.荷台部分が2

両連結になっている.

蟻､､萎..岳｡護

第10図シュエジャｰワンの街.左端奥の建物が,ジュ

ンガル石炭工業公司の本社で,その前に従業

員の住むアパｰト群が滋んでいる.

到着した.シュエジャｰワンの中心部は,ジュンガル

石炭工業公司で働く人々が住むアパｰト群が建ち

並び,この街が,石炭の街,さらにはジュンガル石炭

工業公司の企業街であることがわかる(第10図).

ジュンガル石炭工業公司の企業活動が始まる前は,

このあたりは何もない高原丘陵地であったというこ

とである.したがって働く人々の大部分は,北京な

どからやってきた人であり,アパｰト群が建ち並ぶ

背景もそこにある.街中心部のすぐ近くにジュンガ

ル石炭工業公司の経営する火力発電所があり,街

の電力は,この発電所から供給されている(第11

図).また,中心部から少し離れたところに中国最

大の露天鉱であるヘイダイゴウ(黒岱溝)露天鉱

(Heidaigousurfacecoa1mine)がある.我々は,

迎賓館で昼食をとった後,午後はまずこの露天鉱

1997年6月号�
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第11図ジュンガル石炭工業公司の経営する火力発電

所.ヘイダイゴウ(黒岱溝)露天鉱でとられた石

炭が使われている.

の見学に出かけた.

ストップて:ヘイダイゴウ麗天鉱の見学

ヘイダイゴウ露天鉱は,1990年の7月から活動を

始め,これまでのところ計画していた年間1,200万

トンの生産量はほぼ達成するとともに,一連の選炭

工場も完成している.発電所,鉄道,水資源の供

給など,事業に必要なものはほぼ使用可能な状況

にある.ヘイダイゴウ露天鉱は,面積が約42km2,

その埋蔵量が1.49ギガトン,総剥土比が5.31m3/t,

第一段階での切羽長の長さが1,200mである.ヘイ

ダイゴウ露天鉱の最初の開発地区では,No.6炭層

とその上位の地層が露出していた.この石炭層は

複雑で,1-36枚,平均12枚のパｰティング(part-

ingS)を挟む.これらのパｰティングの厚さの多くは

0.5m以下で,もともとは粘土岩,泥岩,炭質泥岩か

ら成る､パｰティング全体の厚さは平均約4mであ

る.この石炭層の上部はより複雑な薄い石炭層よ

り成り,粘土岩とより頻繁に互層する.炭質は,灰

分が寓く良質ではない.中部や下部では,パｰティ

ングも少なくより単純であり,炭質もずっと良好で

あるが,最下部部分は,再び爽みも多くなって複雑

である.

大規模なカオリン鉱床も,ヘイダイゴウ露天鉱の

最初の開発地区の爽炭層に伴われている.このカ

オリン層は,No.6炭層のドッブに位置し,またタイ

ユエン層のドッブを占めている.このカオリン層の

基底は,可塑性に富んだ厚い紫がかった褐色の未

固結粘土岩から成り,この上に暗灰色から灰色で

固結したカオリン鉱床がある.このカオリンは,7一

策12図中国最犬の露天鉱であるヘイダイゴウ(黒岱

溝)露天鉱の一部.

第13図石炭層の上盤をはぎ取り運搬する巨大なバケ

ットホイルエクスカペイタｰ.

95%のフレｰク状カオリナイトとごくわずかのイライ

トと長石から成る.平均層厚は約5mで,非常に安

定した巨大な埋蔵量が期待される.ヘイダイゴウ露

天鉱の最初の開発地区である6.32km2の地域だけ

でも,6,671万トンの埋蔵量が確認されている.し

たがって,この地域の石炭同様,カオリンの資源量

は巨大なものである.分析の結果によると,ヘイダ

イゴウ露天鉱のカオリンは,磁器の材料として,ま

たゴム,プラスティック,紙などの材料及び上塗りと

して利用可能である.

ここでは,露天鉱横の高台から全体を眺めなが

ら説明を聞き(籍12図),次に露天鉱の〒番下のフ

ロアｰまで行き,そこで石炭層やそれを覆う堆積物

を観察するとともに,石炭層の上位を覆う土砂をは

ぎ取り運搬する巨大なエクスカｰペイタｰやショベ

ルカｰ,ベルトコンベヤｰなどの器械類を見学した

(第13図).また,石炭を運搬する鉄道とその横に

地質ニュｰス514号�
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策14図

谷が樹枝状に伸びる黄土高原の麓を走る石

炭運搬列車.

第15図

ジュンガル石炭工業公司幹部による挨拶と説

明.副総支配人のLiuGuiting氏(左側中央の

黒メガネの人)が,歓迎の挨拶とジュンガル石

炭工業公司の経緯や概要について説明した

木村龍男氏撮影.

建設された巨大な選炭ブラントも見学した(第14

図).そしてその後,シュエジャｰワンの街の中心部

にあるジュンガル石炭工業公司の本社を訪ね,そこ

で副総支配人のLiuGuiting氏より,歓迎の挨拶と

ジュンガル石炭工業公司の経緯や概要について説

明を受けた(第15図).同氏は,今日このようなジュ

ンガル石炭工業公司の発展をみたのは,まず地質

技術者による地下の石炭の賦存状況についての正

しい調査･研究があったからであり,この街の人は

皆地質学に対して大変好意的であるという趣旨の

発言をして,巡検一行をねぎらった.この後,ジュ

ンガル炭田の地質などについての説明を受けたあ

と迎賓館にもどり,そこで一泊した.

4,巡検第2目目(8月禍目)

ストップ21チェンホｰにおけるオルドビスｰ石炭

系セクションの見学

第2日目の午前は,前日横断した黄河のラマワン

大橋からそう遠<ない黄河沿いのチェンホｰの近く

で,オルドビスｰ石炭系のセクションを見学した.本

セクションの岩相柱状図を第16図に,凡例を第17

図に示す.車は,昨日通った主要道路は通らず,

近道をするためにかなりの山道を通ってこのセク

ションヘと急いだ(第18図).ここでは地層はほと

んど水平に近く,下から上に向かって登るに従っ

て,各地層を下位から上位に見学していくことにな

る(第19図).このセクションでは,下位より次のよ

うな地層が分布している.

1)下部オルドビス系マｰシャｰゴウ層(Majiagou

��慴楯測�洩

黄河沿いの崖で発見された海成層で薄層理泥質

ドロマイトや石灰質ドロマイトと互層する淡黄色～

黄色の薄層理結晶質ドロマイトから構成される.こ

の結晶質ドロマイトは,90%以上のドロマイト鉱物

から成り,多くの黒色及び黒褐色チャｰトのノジュ

ｰルや通常数Cm以下のバンドを挟む.マｰシャｰ

ゴウ層の厚さは約100mである.

2)上部石炭系ベンシィｰ層(BenxiFormation,

�戩

下位のマｰシャｰゴウ層を平行不整合で覆う陸

域一海域漸移帯の堆積物で,厚さ約20mの砕屑性

の細粒堆積物から成り,下部と上部に二分される.

下部:主に灰色,暗紫色の含鉄泥岩,合アルミ

ナ泥岩,泥岩から成る.合アルミナ泥岩は,30-

50%のA1203を含有するボｰキサイトで,北部中国

の他の地域で“Gボｰキサイト"と呼ばれるものに

相当している.厚さは2-6mで一定せず,場所によ

っては,砂質泥岩や泥岩に変化している.基底部

や下位のオルドビス系の残査物の直上には,豊富

な鉄ノジュｰルが存在し,局地的に“シャンシｰタイ

プ"と呼ばれるすばらしい鉄鉱床が形成されてい

ることもある.

上部:灰白色の薄層理石英砂岩,灰褐色石灰

岩,灰黒色泥岩から構成される.ここでの石灰岩

は1枚で約2mの厚さを有するが,南方に行くにつ

れその枚数が増え,逆に北方に行くと泥岩に変化

1997年6月号�
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策20図石炭紀のペンシｰ層(C2b)とその上位のタイユ

エン層(C2t)の境界.出っ張っている部分が,

タイユエン層最下部の砂岩(第16図のK1砂

岩).

する.これは海進が南から北に起きたためである.

ベンシィｰ層は,基本的には,バリアｰシステム

の下で形成されたもので,バリアｰ島,ラグｰン,タ

イダルフラット等の堆積環境下で形成された堆積物

などから成る.また,ストｰム堆積物も広く分布し

ている.

3)上部石炭系タイユエン層(TaiyuanFormati㎝,

C2･)

下部の第一部層と上部の第二部層から成る.

第一部層の下部は,主に灰白色,灰黄色石英砂

岩から成り,薄い泥岩,シルト岩,石炭(No.10炭

層)を挟在する.基底には,灰白色細粒一中粒で厚

さの安定した石英砂岩がある.これはシャンシｰ

(山西)地区の“ジンチｰ(普祠)砂岩(JinciSand-

St㎝e)"に相当し,下位のペンシｰ層とタイユエン

層の境界を示す良い指標となっている(第20図).

第一部層の上部は,主に,灰色一暗灰色泥岩,シル

ト質泥岩から成り,薄い石英砂岩と3枚の炭層

(N'o.7,8,9炭層)を挟在する.No.9炭層は,厚さも

安定していて,このセクションでは4.70mの厚さを

有し,なかに3枚のパｰティングを挟在する.ジュン

ガル炭田地域では,生産可能な主要な炭層の一つ

である.このNo.9炭層は,O.15-14.67mの範囲

(平均3.65m)で北方に厚くなり,炭質は,長炎炭

(long-f1amecoal)の,高灰分,中硫黄分で,火力

発電用として利用可能である.

タイユエン層の第二部層は,主にNc!.6炭層とそ

の下位の薄層理の泥岩やシルト岩を挟在する灰白

1997年6月号

第21図タイユエン層第二部層の下部に発達するK2砂

岩.

第22図タイユエン層第二部層上部のNo.6炭層.タイ

ユエン層の主要稼行炭層.ところどころに薄い

パｰティングがみられる.

色中粒一粗粒石英砂岩から構成される.本セクシ

ョンでのNo.6炭層の厚さは21.50mで,20枚のパｰ

ティングを挟在する.このNo.6炭層の下位の灰白

色石英砂岩はK2砂岩とよばれ,主にジュンガル炭

田地域の東部及び南部に分布している(第21図).

本セクションでの厚さは16.20mである.No.6炭層

はジュンガル炭田における主要稼行石炭層である.

厚さは0.51-55.28m(平均23.06m)で南東方向に

薄くなる.この炭層の構造は複雑で,炭田の北部

や南部では,しばしば分離したり消滅したりしてい

る(第22図).

タイユエン層は,下位のベンシィｰ層の時代にみ

られた海進が引き続いて起きているなかで,基本

的には,河川卓越型の浅海成デルタシステムのな

かで形成されたものと考えられる.トラフ型やブラ

ナｰ型の斜交層理の発達するK1やK2とよばれる�
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第23図黄河をバックに記念撮影.木村龍男氏撮影.

第24図自然発火で煙をあげている石炭.

砂岩層は,ディスツリビュｰタリｰチャネルの堆積物

と考えられる.一方,シルト岩や泥岩などの細粒堆

積物は,主に後背湿地やディスツリビュｰタリｰチ

ャネル間の環境下で形成されたものと考えられる.

No.6炭層を初めとする石炭層は,こうした環境の

なかのスワンプなどで形成されたものであろう.さ

て,タイユエン層を見学した後,黄河をバックにみ

んなで記念撮影を行った(第23図).

ストップ31下部二畳系シャンシｰ層(Shanxi

Fomati◎n,P1｡)の見学

午前中に黄河沿いのチェンホｰ(Chengpo)の近く

で,オルドビスｰ石炭系のセクションを見学した後,

昼食の弁当を食べ,今度は下部二畳系シャンシｰ

層を見学するために,西方のオルドス高原を浸食

する谷部へと移動した.この谷部では,石炭の出

るところはどこでも石炭の採掘が行われており,や

はり途中石炭を運ぶトラックとひっきりになしに出

会った.したがって,谷のなかを石炭運搬用の道路

が伸びており,石炭を採掘しているところでは,採

掘用の穴が掘られている.これらの石炭は大部分

がフフホトなどの大都市に運ばれ,暖房その他い

ろいろな用途に使われている.途中,石炭が自然

発火して煙をあけているところもみられた(第24

図).巡検参加者一行は,西方に伸びた谷のほぼ

一番奥まで行き,そこからシャンシｰ層を下位から

上位に向かって見学した.

シャンシｰ層は,石炭を挟在する陸成砕屑性堆

積物,特に砂岩を主体とする地層で,この付近で

の厚さは86mである.下位より3つの部慮に区分

される(第16図参照).

第一部層:灰白色中粒岩片質のグレイワッケ,灰

色細粒砂岩,シルト岩,砂質泥岩,泥岩及びNo.5

炭層より成る.基底には,厚さ2m前後で低角度で

大規模なくさび型斜交層理が発達し泥岩の偽礫を

含んだ灰白色中粒岩片質のグレイワッケが発達す

る.この砂岩層はK3砂岩と呼ばれ,下位のタイユ

エン層とシャンシｰ層との境界を示す目印となって

いる.No.5炭層の厚さは不安定で,局地的に採掘

されている.ここでは30cmしかない.

第二部層:灰白色合礫粗粒砂岩,岩片質グレイ

ワッケ,細粒砂岩,シルト岩,灰色一暗灰色シルト

質泥岩及び泥岩から成る.頂部は厚さ20cmの黒

褐色の風化した粘土からなる.この粘土の層準は,

厚さが不安定で局地的に採掘もされているNo.3炭

層の発達する層準と同じである.

第三部層:灰白色中粒一粗粒岩片質石英砂岩,

灰色の石英質シルト岩,暗灰一紫色泥岩から成る.

シャンシｰ層は,上位からNo.1,2,3,4,5と名付け

られた5枚の炭層を挟在するが,このうちNo.5と

No.3のみが,局地的に稼行可能である.

二畳紀の最初期には,このあたり全体が隆起し

た結果,海は南方に退き,浸食の活発化により,北

方から大量の砕屑物が堆積盆にもたらされ,一群

の陸成堆積物が形成された.シャンシｰ層は,陸成

河川システムから成り,主にチャネルや後背湿地な

どから成る蛇行河川システムの下で形成されたも

のである.

ここでも地層はほぼ水平に近いために,見学は

最初谷筋をゆっくり上がりながら,最後はかなり急

峻な山道を登りながら(第25図),シャンシｰ層を

地質ニュｰス514号�
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策25図もう一息で頂上,山道に沿ってのシャンシｰ層

の見学.地層が水平に近いために,ここでも

上下方向に移動しての見学となる.手前は中

国から参加したWa㎎Zhe㎎Zhe㎎さん.

第一部層から第三部層まで一通り見学した.汗を

流しながら頂上付近まで登ってきた後に眺めた谷

の景色は,なかなか壮観なものであった.

この日で我々は,オルドス高原の東部に分布す

る古生代後期の地層とその中の石炭を採掘してい

るジュンガル炭田を一通り観察したことになる.今

度は,オルドス高原の中央部に分布するジュラ紀の

地層とその中の石炭を稼行しているドンシェン炭田

へ向かうことになる.我々巡検一行は,この日の見

学を終えた後,車で一路西へと向かい,夕方ジュ

ンガル地域の中心部であるシュンガルチｰの街へ到

着し,そこのホテル(ジュンガル賓館)に一泊した.

5､巡検第3目目(8月r7目)

次の見学地であるドンシェン炭田は,このシュン

ガルチｰからは,まだかなり遠くにあるために,

我々の車は更に西方へと移動した.シュンガルチｰ

周辺は,三畳紀の地層が広く分布しているところで

あり,途中,白色と赤色の互層を呈する地層が,高

原を樹枝状に切る谷の側壁のあちこちに観察され

でみごとな景観を成しており,ミニ･グランドキャニ

オンといったところである(第26図).

古生代後期の石炭系と二畳系,それに中生代中

期のジュラ系には,稼行対象となるような石炭層が

挟在しているが,中生代初期の三畳系は,そういっ

た石炭はほとんど挟在していないということであ

る.案内者にその理由を尋ねたところ､この時期は

第26図内モンゴル自治区の新赤色砂岩(?).ミニグ

ランド･キャニオンといった景観があちこちで

みられる.このあたりでは,黄土はほとんど観

察されない.木村龍男氏撮影.

乾燥しすぎて,石炭の形成にはあまり向いていな

かったのではないかという説明が返ってきた.そう

いえば,この時期は,ヨｰ回ツバで大陸乾燥気候下

で新赤色砂岩が形成された時期である.そこで,イ

ギリスからきたDr.RodGayer教授(Wa1esCardiff

大学地球科学教室)にお聞きしたところ,ヨｰロッパ

の新赤色砂岩と同じ特徴を有しているということで

あった.

ドンシェン炭田は,中朝地塊のなかのオルドス台

向斜(Ordossynec1ise)の北東部に位置している.

このオルドス台向斜の概要はといえば,ゆるやかで

広い非対称地向斜で,その軸は中心部より西側に

位置し,ほぼ南北に伸びている.東翼に比べ,西

翼の傾きがより急である.中心部分の構造は非常

に簡単であるが,周辺の構造は複雑である.ドンシ

ェン炭田の構造は基本的には,南西方向に傾く単

斜構造で,傾斜は1-3｡である.榴曲や断層はみら

れず,いくつかの極地的な構造的凹地や凸地が認

められるだけである.マグマの貫入は認められな

い.

ドンシェン炭田におけるジュラ紀の爽炭層として

は,フｰシエン層(FuxianFormation,J1f),イエン

アン層(Yan'anFormation,J2y),シｰルオ層

(ZhiluoFormation,J2･),アンデイン層(Anding

Formation,J2｡)がある.これらは一群の巨大な内

陸盆地堆積物である.前期ジュラ系のフｰシエン層

は,ドンシェン炭田の東端部に局地的に分布するの

みである.イエンアン層は,主要な爽炭層である.

1997年6月号�
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第27図イエンアン層の岩相柱状図.凡例は第17図参

照.

シｰルオ層は,基底部付近に薄い石炭層を挟在す

る(No.1炭層群).アンディン層からは,石炭は見出

されていない.

本巡検では,ドンシェン炭田の北部にあり,ドンシ

ェン市からは東南東約22kmのところに位置してい

る谷筋に沿ったシエンシヤソゴウ(神山津)セクショ

ン(Shenshangousection)において,主にイエンア

ン層の爽炭層を見学する.ここでは,地層が南西

方向にゆっくりと傾いているために,谷筋をドンシ

ェンのある西北西に向かって移動することによっ

て,順次上位の地層を見学することができる.イエ

ンアン層の岩相柱状図を第27図に示す.

ストッィ争:キ子ンシャンゴウセクシ…1ンでの千箪

ジュラ系イェンアシ層の克学'

シエンシヤンゴウセクションの入り口のところで

は,上部三畳系のイエンチャン層(YanchangFor-

matiOn)が下部にみられ,その上位に,不整合に中

部ジュラ系イエンアン層が重なる.イエンアン層は

内陸堆積盆に形成された一群の爽炭層で,主に,

様々な粒径から成る砂岩,シルト岩,泥岩及び石

炭層から構成される.イエンアン層には,上からそ

れぞれNo.2,3,4,5,6炭層と名付けられた5つの

炭層群が挟在している.イエンアン層は5つの部属

(下から順に第一部層,第二部層)に区分され,そ

れぞれの部属に1個づつ上記の炭層群が挟まれて

いる.したがって,シエンシヤンゴウセクションで西

に移動していくと,順に第一部層から第五部層へ

と観察することになる.巡検では,途中要所要所

で車から降り,第一部層から順に見学した.各部

層の岩相上の概要は次の通りである.

第一部層:下部は,灰白色合礫中一粗粒砂岩で,

主に石英と長石から構成されている.大きな斜交

層理を伴い,砂粒子の間隙部が泥質分で充填され

たこの砂岩は,北部山西地区(NorthShanxi

Province)のイエンアン砂岩に相当し,この地域の

重要な指標となっている(第28図).一方上部は,

第28図イエンアン層第一部層最下部の斜交層理の発

達した砂岩.

地質ニュｰス514号�
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第29図イエンアン層第一部層上部のNo.6炭層群.木

村龍男氏撮影.

第30図イエンアン層第二部層最上部のNo.5-1炭層.

主に泥岩,砂質泥岩,薄層理粗粒砂岩,そして3枚

の薄い炭層(No.6炭層群)から成る(第29図).一

番厚いものでも30cmしかないため,No.6炭層群

はここでは開発されていない.

第二部層:下部は,灰色の薄層理砂岩及び灰黄

色中粒砂岩から成る.中部は,暗灰一反黄色泥岩,

シルト岩,中一細粒砂岩,それにNo.5-3炭層(厚さ

1.40m)から構成されている.上部は,灰白一灰黄

色粗粒砂岩,灰色泥岩,No.5-1炭層(厚さ2.00m)

から構成されている(第30図).

第三部層:下部は薄いシルト岩の挟みを有する

淡灰一反黄色中一粗粒アルコｰス質グレイワッケ砂

岩から構成されている.上部は,淡灰色泥岩及び

No.4-1炭層(厚さ2.50-3.00m)から成る.

第四部層:下部は,灰一暗灰色泥岩,シルト岩か

ら構成されている.上部は,灰一反黄色中一細粒砂

岩,灰色泥岩,石炭群から成る.No.3-1炭層は,

1997年6月号

第31図イエンアン層第五部層上部のNo.2-1炭層.採

掘が行われている.

第32図耕運機(?)による石炭の積み出し.木村龍男

氏撮影.

ドンシェン炭田において主要な稼行対象となって

いる石炭であるが,ここでは,0.50mしかない.掘

削資料によると,シエンシヤソゴウの谷の西側では,

No.3-1石炭層の厚さは2.50mにも達しているとい

うことである.

第五部層:下部は,灰黄色中一粗粒砂岩,暗灰

色泥岩,そしてNo.2-2炭層(厚さ1.50m)から成

る.上部は,灰一反黄色粗粒砂岩,暗灰色泥岩,

No.2-1炭層(厚さ3-4m)から構成されている(第

31図).項部には,灰白色中一粗粒砂岩がシｰルオ

層(ZhiluoFormation)の直下に見られる.

谷のあちこちで炭層の中を水平に掘り出してい

る穴があり,なか｡には崩落を防ぐ枕も打たずに直

接炭層を掘りこんでいる穴もみられる.石炭はこう

した水平な穴の中から耕運機のようなもので外に

運搬されている(第32図).外に野積みされた石炭

は,例のトラックで各目的地に運搬されるのである�
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第33図

自と黒のコントラスト.中央部の白い層はアル

コｰス質砂岩がカオリン化したもので,右側の

黒は積み出された石炭.

第34図

自と茶褐色のコントラスト.石炭が野焼けして

できた茶褐色のクリンカｰの上を歩く.カオリ

ン化した部分の白色とクリンカｰの赤褐色の

コントラストがゑられる.

う.一方,各部層の下部などにみられるアルコｰス

質の砂岩はしばしばカオリン化を受けており,表面

が真っ自にみえることが多い(第33図).また,石

炭が自然発火などで焼けたために表面が茶褐色化

してクリンカｰになっているところも多く,自と茶褐

色がコントラストを成している場合もみられる(第34

図).また斜交層理などの発達した砂岩が風化によ

り,犬小の球状体となって,丘陵部に転がっている

ところもあり,独特の景観を呈している(第35図).

この日の昼食はシエンシヤソゴウの谷の中にある途

中の農家で食べたが,周りの畑には,粟やひえ,じ

ゃがいも,キャベツ,赤いんげんなどの各種穀物や

野菜類が植えられていた.

イエンアン層は豊當な炭層を挟在しているが,風

第35図砂岩の結球の前で記念撮影.左側は,内モン

ゴル自治区媒田地質局のZaiJingFeng氏,真

ん中は元中国媒田地質総局のMaoBang

Zhuo氏(本巡検では通訳として活躍.現在は

退官して,ジュンガル地域のカオリン開発株式

会社の総支配人として活躍),右側は中国媒田

地質総局外事部のGuanShiQiao氏.

化のために,地表で観察されるものは極めて限ら

れているという.掘削デｰタによると,ドンシェン炭

田域においては,10-27枚の炭層があり,そのうち

23枚が採掘可能であるという.とりわけそのうち主

要な8枚については2,700km2以上の面積において,

また5つの準稼行炭層については,500-2,700km2

以上の面積において採掘可能であるという.その

他の炭層は局地的に採掘可能な炭層である.ドン

シェン炭田における石炭は,主に一般炭(non-caki㎎

COa1)であるが,局地的には長炎炭(1Ong-f1ame

COal)である.また灰分が極端に少なく,低硫黄分,

高カロリｰであるため,火力発電所の燃料やガス化

の原料として利用することができる.

既に述べたように,ドンシェン炭田は,中朝地塊

のなかのオルドス台向斜(Ordossynec1ise)の北東

部に位置している.古生代後期から三畳紀にかけ

ては,中朝地塊は安定していたが,後期三畳紀か

ら前期ジュラ紀にかけては,本地塊では西部と東

部で異なった構造運動が起こり,'西部域では,オ

ルドス堆積盆という犬きな内陸凹地が形成された.

この盆地はジュラ紀の沈降･ダウンウオｰビングか

ら後期自亜紀の隆起･短縮まで,約1億年間続き,

その間の堆積環境としては,河川一湖システム及び

湖成デルタシステムが想定されるということである.

我々巡検一行は,シエンシヤンゴウセクションで

地質ニュｰス514号�



一策30回IGC(北京)T306地質巡検参加報告一内モンゴル自治区北部オルドス高原の石炭･地質･自然(第皿部:巡検)_51_

のイエンアン層の見学を終えた後,ドンシェン(Don-

sheng)に向けて更に西に向かい,夕方無事市内

のドンシェンホテルに到着した.このホテルに明晩

も泊まることになっている.

6.巡検第4目目(8月冊目)

この日は女ヂ,ドンシミシ承ら約70k“南方にある

トンシャン炭田のマｰシャｰタトン(馬家塔東)露天

鉱(Majiatadongsurfacemine)を見学するため,

車に分乗して一路南へと向かった.

ストップ5:ドンシェン炭田マｰシャｰタトン麗天

鉱の見学

我々の車は,マｰシャｰタトン露天鉱の全景が眺

められる道路際のところで車から降り,この露天鉱

の全景を眺めながら,本露天鉱の概要を聞いた

(第36図).

マｰシャｰタトン露天鉱は,ドンシェン炭田南部

に位置し,ドンシェン炭田のなかでは中ぐらいの規

模の鉱山である.ドンシェン炭田では,もっと厚い

石炭を挟在し,豊かな埋蔵量と高品質の石炭を産

する地域が他にもあるが,インフラの遅れから開発

が遅れているのが実状であるという.マｰシャｰタ

トン露天鉱は,イエンアン層のNo.3炭層が最も採

取しやすいところに位置しているという.ここは,ウ

ｰランムｰルン川(U1anMoronRiver)の段丘に位

置しており,上盤の地層の大部分はすでに河川の

営力によって取り除かれている.No.3-1炭層(厚

さ約6m,パｰティングの数は0ないし1枚)が稼行

対象となっており,地表からの深さは約15mであ

る.上盤はシルト岩,泥岩から,下盤は泥岩ないし

砂質泥岩から成る.採掘地域は約3.25km2,埋蔵

量は1,465万トン(14.65mmonton),剥土比は,ト

ン当たり2.01m3である.採取された石炭はすぐ横

のブラントで選別･洗浄された後,そのまま鉄道の

貨車に乗せられて運搬される仕組みになっている.

本露天鉱は,1989年にドンメイ株式会社(東煤公

司,D㎝gmeiCompany)によって建設され,1990

年から年間60万トンで生産を開始した.この鉱山

から出た石炭の灰分は一般に10%以下と低く,ま

た石炭層の厚さは厚く一定している.石炭のランク

は,極端にリン,イオウ,灰の含有量が低い一般炭

である.この鉱山の石炭は主に韓国に輸出されて

第36図マｰシャｰタトン(馬家塔東)露天鉱.この露天

鉱は,剥土量を少なくするために,ウｰランム

ｰルン川の河岸段丘の上から掘り込んでい

る.向こう側にウｰランムｰルン川がみえる.

いるということである.

巡検一行は,この露天鉱をしばらく眺めた後,こ

の露天鉱を経営する会社の本社によってトイレ休

憩をし,次の見学地点であるジンギスハｰン陵へ向

かってこんどは進路を南から西へと変針して車を

進めた.

ストップ6:ジンギスハｰン陵(Gengh;s舳an

MauSO1eurn)の見学

ストッブ6は,ジンギスハｰン(成吉思汗)陵の見

学である.この陵は,ドンシェン市から南南西約

60km,オルドス高原中央部,イｰシンホロチｰ

(EjinHoroBamer)のガンデリ(Gandeli)草原地

帯の中にあり,総面積は55,000m2もあるという.ま

た年に数回,ここでジンギスハｰンの記念式典が開

かれるということである.我々は,この陵の手前の

草原の中の湿地帯でしばし休養をとったあと,この

陵に向かった.湿地帯の周りは一面の草原で,

所々で羊や馬がたむろしていた.また遺沿いでは,

羊飼いのおじさんが手とともに,傘を背中にもくも

くと歩いていくのに出会った(第37図).

陵に着くと入り口近くに大きなモンゴル式のテン

ト張りのレストランがあり,ここで我々一行は,一人

づつモンゴルの伝統的な歓迎を受けた(第38図).

すなわち,まず入り口で一人づつ真っ自な細長い

絹の布きれを肩にかけてもらいながら,唄で歓待

された.この白い絹の布きれば,モンゴルでは心

からの歓迎の印であるという.

この歓迎ののちテントの中に入ると,いくつかの

1997年6月号�
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第37図

羊飼いと羊達の移動の様子.羊飼いのおじい

さんは,羊を追う鞭のついた棒を手にもち,傘

を背中にかついでいる.道の両側には,風避

け･砂遊けの樹木が二重･三重に植林されて

いる.

第40図

ジンギスハｰン陵の入り口の門.

第41図

ジンギスハｰンの陵の奥の院.モンゴル式テン

トのゲルを形とり,青と黄の陶磁瓦から成る

記念堂が3つ連結している.木村龍男氏撮影.

第38図

ジンギスハｰン陵の門前にあるモンゴル式レス

トラン.

第39図結婚式での祝いの踊り.右から2番目が花嫁.

テｰブルに別れて着席したが,再度一人一人今度

は唄とアルコｰル度の高い白酒で歓迎された.一

方テントの中央では,花嫁を迎える伝統的な結婚

式が再現され,祝いの音楽を聞きこの式の進行を

みながら昼食をとるという段取りになっている.花

嫁が入場した後には,踊りがあったり,祝いのため

に殺したばっかりの羊の頭が出てきたりで,大変盛

りだくさんな内容である(第39図).

こうして昼食を終えたあと,いよいよ今度はジン

ギスハｰンの陵に入った(第40図).奥の院ともい

える3つ連結して並んだモンゴル式テントのゲルを

形とり,青と黄の陶磁瓦から成る記念堂まで行く

にはかなり歩かなければならないが,途中ここのガ

イドがついてきていろいろと説明をしてくれる.も

ちろん中国語なので,我々の案内者が英語に通訳

してくれて初めてその内容が理解される.一番奥

にあるこれら3つの建物の中には､ジンギスハｰン

の大きな像,その生涯の出来事を絵物語にして表

地質ニュｰス514号�
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現した大きな極彩色壁画,そしてその当時の生活

用具などが展示してある(第41図).このジンギス

ハｰン陵を見学し,再び元の入り口にもどってき

て,しばらくおみやげ屋などで時間をつぶした後,

今度は,ドンシェンのある北方に移動を開始し,夕

方頃には,昨夜も泊まったドンシェンホテルに到着

した.

7｡巡検第5目目(8月柵目)

昨日までは快晴の巡検日和であったが,この日の

朝は少し雨混じりであった.この日は,まず,オル

ドス高原北部にあるホブチ砂漠(Hobqdesert)の

見学地として有名なシャンシャｰワン(響沙湾)に行

くために,我々の車はドンシェンを離れ,北方に向

かった.途中の道路沿いの崖では,斜交層理の発

達した自重系の赤色砂岩が何度も観察され,日本

ではあまり見られない斜交層理の発達した陸成層

がここではいくらでもあるというを印象を再度強く

受けた.こうした白亜系の地層から成る崖を見な

がら北上していくとまもなく周りが平らな岩石砂漠

のような景観を呈するようになった.ところどころに

小さな砂の高まりもみられる.こうした景観を少し

ながめながら幹線道路を北上した後,車は横道に

逸れてしばらく支道を西方に走り,やがて川沿いを

走るようになる.これまで車で走ってきた川沿いの

右岸には,白亜系と思われる赤っぽい地層がみら

れ,その前を鉄道が走っているが,今度は左岸側

に突然大きな砂丘の高まりが壁となって目の前に

現れた.これが目的とするシャンシャｰワンのホブ

チ砂漠である(第42図).この頃には雨も止み,砂

丘を見学するのには,表面が適当に濡れているた

めに砂壊も立ちにくく大変けっこうな天気であっ

た.

ストップ7:シャンシャｰワンでホブチ砂漠の見学

車は砂丘の手前の河床の上で止まり,そこでし

ばらく写真を撮ったりして眺めた(第43図).ここに

来る観光客も多いらしく,フィルムや飲み物を得る

売り子がおり,また対岸の自重系の地層から成る

崖の下には,小さな村の他に食堂を兼ねた宿屋の

看板もみられる.一行は梯子がおいてある正面の

崖から頂上に登って,今度は上から砂丘の景観や

周りの景色を楽しんだ.前は,ハンタイ川の河床を

1997年6月号

第42図車中からみたホブチ砂漠.ハンタイ川を上流方

向に走っていくと突然右手に砂丘の台地が現

れる.左手は白亜系からなる丘陵で,その麓

には集落と宿泊所(白い建物)がみられる.

第43図砂丘の正面.登りやすいように梯子がかけて

ある(右側).左側の直線状の凹みは,スノｰボ

ｰドならぬサンドボｰドで滑り降りるためにで

きた跡である.木村龍男氏撮影.

第44図観光客用に用意されたらくだ.木村龍男氏撮

影.�
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第45図タｰチン(犬青)山脈の麓にあるメイタイジャオ

(美岱召)の入り口の門.

第46図メイタイジャオの中の建物とその後ろに迫るタ

ｰチン山脈.木村龍男氏撮影.

はさんで対岸に白亜系の崖があり,後ろは一面の

砂漠であり,表面にはいろいろな形をした砂丘(デ

ュｰン)が広がっている.

我々が見学したこのシャンシャｰワンは,ホブチ

砂漠のほぼ中央に位置していて,ここでの砂漠の

比高は約40mということである.シャンシャｰワン

(響沙湾)という名前の由来は,この砂の斜面を滑

り降りるときに手を砂のなかに入れて砂を動かす

と大きな音を発生させることから来ているという.

実際正面の斜面を滑れるようにお尻をのせるグラ

スボｰトのような滑り台を斜面の上で貸し出す業

者がいて,中国の女性がこの台を使って下に一直

線に滑り降りて河床の上で止まるのを眺めること

ができたが,今日の砂は湿っており砂の音が聞こえ

てかどうかは定かではない.砂丘の上には,らく

だも何頭がいて,観光客をのせて砂漠の上を歩い

たり,記念写真の格好の対象となっているようであ

る(第44図).

この後,我々は再び幹線遺路に戻り,パオトウの

方に向かって北上して再び黄河を横断し,オルドス

高原に別れを告げた.パオトウの手前で,出発地

点であるフフホトに戻るべく,進路を東に向けた.

そして少し走ったところで,ここにある地質鉱産部

の建物に立ち寄り,この後,近くのレストランで昼

食をとった.ここでは,先ほどの地質鉱産部の幹部

から歓迎の挨拶があり,歓迎昼食会という趣であ

った.

この後,再び車に乗り,フフホトに向かった.こ

のころ雨足が強くなってきた.道路は,内モンゴル

自治区の二大都市であるパオトウとフフホトを結ぶ

大幹線道路で,途中石炭や材木を運ぶトラックとと

もに,両市を結ぶバスにひっきりなしに出会うた.

この道路は,タｰチン(犬青)山脈の麓に沿うよう

に走っており,進行方向の左側(北側)が複雑な構

造を有した山脈,右側(南側)は真っ平らな平原と

いう地形的に大変対照的な変換点のところに位置

していることになる.地質学的には,タｰチン山脈

は,シベリア地塊と中朝地塊の間に挟まれたスｰ

チャｰゾｰンを形成しているということで,その結

果このような明瞭な地形の差として現れているとい

うことである.

ストップ81メイタイジャオ(美岱召)の見学

我々一行は,フフホトヘ行く途中,雨のしょぼ降

るなか,まさに大青山脈の懐に抱かれるようにその

麓にあるメイタイジャオ(Meidaizhao)を見学した

(第45図).メイタイジャオはもともとは,モンゴルの

優れた指導者であるアルタンハｰン(A1tanKhan)

の軍事的･政治的中心として1606年に建設された

ということである.城壁でもって四角く囲まれた城

郭都市であわ,その面積は4万m2あるということで,

なかには1O以上の主要な建物が配置されている.

辺境の地に建てられた軍事都市というだけあって,

繊細さというよりも勇壮さを感じる建物ゲ多いとい

う印象をもった(第46図).

このメイタイジャオを見学した後,我々はいよい

よフフホト市に向かって出発し,夕方頃フフホト市

の宿泊地である内蒙古飯店に到着した.大きくて

落ちついた感じのあるホテルである.
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策47図フフホト市の昭君墓.手前に立っているのは,

内モンゴル自治区煤田地質局副局長のWuZi

Wu氏.北京からフフホトに移って,ほぼ30年

になるという.木村龍男氏撮影.

8.巡検第6目目(8月20目)

この日は解散日ということで,オｰストラリアから

参加した2名は朝早く飛行場に向かったが,その他

の多くの人は,夕方にフフホトを発つことになって

いたので,午前中は市内の見学などで時間を過ご

した.最初に訪れた昭君墓は,異民族融和政策の

一環として,紀元前の漢の時代に漢の後宮から辺

境の地であるモンゴル高地の勾奴王ゼンウ(単子)

に嫁いでいった王昭君を祭った墓で,多くの人で

賜わっていた.この王妃は,嫁ぎ先である旬奴の

風俗習慣を重んじ,両民族の平和共存に尽力した

ことで,地元の人からも慕われているという.少数

民族との融和政策をとる現在の中国の政策とも合

い,また北京など中国中心部から内モンゴル自治

区に移住してきている現在の多くの中国人にとっ

ても,相共通するものがあるに違いない.昭君墓の

敷地の入り口近くにみられるゼンウと王昭君が乗

馬姿で相むつまじく並んで前進している像は,現在

の内モンゴル自治区に対する中国中央政府の政策

の象徴ともいえ,おみやげ屋でもこの像がたくさん

売られていた(第47図).

昭君墓を訪れた後,次は五塔(FivePagoda)と

いう古い寺院に行き,その後昼食をとるために再

びホテルにもどった.この昼食会には,内モンゴル

自治区媒田地質局局長のWangShuPing氏も参

加して,巡検参加者のお別れ昼食会と氷った.この

第48図内蒙古飯店で行われた最後のお別れ昼食会.

お礼の挨拶をするのはアメリカはイリノイ州立

地質調査所のDr.Chen-LinChou氏(左端).

中央は,内モンゴル自治区煤田地質局局長の

WangShuPi㎎氏.右側の立っている人は,

通訳しているMaoBangZhuo氏.

第49図フフホトから北京にもどる夜行列車の前で,最

後の記念撮影.

昼食会では,参加者がそれぞれの立場から感想ど

お礼を述べるとともに,歌を歌ったりしてお互いの

別れを惜しんだ(第48図).

この後,内モンゴル自治区媒田地質局横のホテ

ルでしばし休憩をして,日本から参加した4人のう.

ち,木村さんと鳥升さんは,夕方の飛行機で北京

にもどった.地調から参加した我々2人は,アメリカ

及びドイツから参加した人とともに,北京からフフ

ホトに来るときに利用した夜行寝台列車で北京に

戻るため,夕方フフホト駅まで巡検案内者の皆さ

んに送ってもらい,ホｰムで最後のお別れをして,

フフホトを後にした(第49図).
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祐一郎

9｡あとがき

内モンゴルでは,緑と花に彩られる夏が一年中

でもっとも待ち遠しい季節であるという.オルドス

高原でも,その表面がトウモロコシやひまわりやそ

ばなどで一面が覆われているところが随所でみら

れた.とりわけ,･あちこちで一面に咲きほこってい

るひまわりあ蚕這い花はや争章謁な南南あ景観に

強烈な印象を与えるとともに,我々旅人の心を多

いに慰めてくれたが,土地の人にとっても,長くつ

らい冬の到来を一時的に忘れさせてくれ,また生

きている喜びをも与えてくれる存在ではないかと

ひそかに思うほど,印象深い存在であった(第50

図).

我々の巡検は,季節のみならず天候にも恵まれ,

夏の自然とともに,内モンゴルの地質旅行を十分

に堪能することができた.雨が降った場合には,巡

検コｰスのかなりの部分が黄土地帯であるために,

遺がぬかるみ予定通りのスケジュｰルをこなせなか

った可能性も大きかったからである.また,巡検案

内者の方々の巡検に対する熱意と誠意には並々な

らぬものを感じた.地元の内モンゴルの案内者の

方はほとんど英語を話さないために,北京の中国

媒田地質総局から来られたMaoBangZhuo氏と

GuanShiQiao氏によって通訳がなされたが,しか

し言葉はお互いに十分通じなくても心は通じると

いう大変心暖まる巡検であった.これら巡検案内

者とその関係者に心からお礼を申し上げる次第で

ある.

なお,本報告をまとめるにあたり,工業技術院資

源環境技術総合研究所エネルギｰ資源部の木村龍

男氏には,多くの写真を提供していただいた.ま

た,同じく巡検に参加した地質論理学者の鳥井

寛氏には,中国語の発音や表記の仕方及び内容に

ついていろいろとご教示いただいた.地質調査所

非常勤職員の久保紀子氏には,図表の作成にご協

力いただいた.同じく藤井淳子氏には,中国語の

発音･表記法についてご教示いただいた.これら

の方々に厚くお礼申し上げます.

中国語の表記法については,日本語で使ってい

ない漢字も多くみられるために,慣用的に使われ

第50図旅人に強烈な印象とやすらぎを与えるひまわ

りの花.手前は蕎麦の花.

ているもの(北京など)以外は,カタカナでの表着己

を優先した.またその場合,北京標準語(いわゆる

中国の普通語)による発音を基準にし,できるだけ

それに近いカタカナで表現するように努めた.しか

し,中間的な発音が多い上に,モンゴル式と中国

式でも発音が違ったりするために,不十分な表現

のものも多いと思われる.なお括弧の中のアルフ

ァベットは,巡検案内書(Youetal.,1996)で用い

られている英語表記に基ずくものである.

最後に,気を付けたとはいえ,筆者らの誤解や

記憶違いに基づく間違いがある可能性も多いと思

われるので,ご指摘･ご教示いただければ幸いで

す.
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